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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公開番号】特開2012-187021(P2012-187021A)
【公開日】平成24年10月4日(2012.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2012-040
【出願番号】特願2011-51960(P2011-51960)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｂ  35/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  17/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  17/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｂ  35/00    　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｋ  17/04    　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｋ  17/22    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月29日(2012.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　この場合、上記跳上回転体８は、図５、６の如く、ローター胴８ａの外周面に複数個の
ナタ刃状の跳上刃８ｂを突設してなり、図５の如く、走行機体１の進行方向の回転軸線Ｏ
の廻りに一方向Ｎに回転して圃場Ｍの泥土を跳ね上げる構造となっており、又、上記放出
位置変向機構９は、図２、図５の如く、機枠体４に上記跳上回転体８の上方位置、前後位
置及び両側方位置を覆う上板１１ａ、前板１１ｂ、後板１１ｃ及び側板１１ｄ・１１ｄか
らなる底面が開口する略四角筒状の固定カバー部材１１を取付け、この場合、固定カバー
部材１１は分割形成された左右一対の半カバー体１１ｅ・１１ｅからなり、左右一対の半
カバー体１１ｅ・１１ｅは機枠体４にそれぞれ枢軸１１ｆ・１１ｆにより上下退避回動自
在に設けられ、上記機枠体４の下部に軸受筒部４ａを進行方向に横設し、軸受筒部４ａに
駆動主軸４ｂを軸受し、軸受筒部４ａの外周面に可動カバー部材１２に形成した回動リン
グ１２ａを回動自在に嵌合し、図２の如く、可動カバー部材１２は跳上回転体８の上方位
置、前後位置及び両側方位置を覆う半円弧状の上板１２ｂ、縁板状の前板１２ｃ及び後板
１２ｄからなり、上記作動軸６ｃに変向用歯車９ａを取り付けると共に可動カバー部材１
２に弧状ラック歯体９ｂを取付け、作動用モータ６ａを正逆回転して変向用歯車９ａと弧
状ラック歯体９ｂとの歯合により可動カバー部材１２を正逆回動させるように構成してい
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　この際、上記機枠体４の左右移動により左右方向Ｂに振れ動作θする上記動力伝動機構
１３の伝動軸１３ｆを、上記整畦機構７の上方位置とする干渉回避位置Ｄに配設してなる
から、進行方向前方の取付枠体３に配設された駆動軸１３ａと機枠体４側の従動軸１３ｃ
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との進行方向の距離を長く取ることができ、それだけ、伝動軸１３ｆの伸縮量、すなわち
、外筒体１３ｇと内杆体１３ｈとのスライド量を小さくすることができ、上記機枠体４の
左右方向Ｂの移動による上記伝動軸１３ｆの左右方向Ｂの振れ動作θを円滑に行うことが
でき、機枠体４の左右移動も円滑に行うことができ、自在継手１３ｅ・１３ｅの折曲角度
も小さくできて動力伝動を円滑に行うことができ、整畦作業性を向上することができる。
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